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近
に
勉
強
で
き
る
居
場
所
を

お
寺
で
行
う
自
立
を
促
す
学
習
支
援

ら
い
む
ぎ
ハ
ウ
ス

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
総
務
委

員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和６年２月撮影）
リアルてらこやの様子

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

身
市民インタビュー36

市
内
に
あ
る
宗
禅
寺
の
高
井
住
職
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
場
所
を
提
供
い

た
だ
き
、
令
和
３
年
８
月
に
４
人
で
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

団
体
で
の
活
動
や
構
成
は

水
嶋　
月
に
１
回
、
宗
禅
寺
で「
リ
ア

ル
て
ら
こ
や
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
営
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
と
、
開
催
当
日

に
協
力
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

い
ま
す
。
現
在
、
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
約
50
人
で
、
毎
回
40
人
ほ

ど
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

水
嶋　
恵
子
さ
ん（
代
表
）　

小
学
校
で

働
き
、
教
育

格
差
問
題
、

障
害
の
あ
る

子
供
た
ち
や

不
登
校
児
童
・
生
徒
な
ど
、
羽
村
市
内

の
子
供
た
ち
の
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

更
に
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
、
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
子
供
た

ち
に
何
か
で
き
な
い
か
と
水
野
さ
ん

（
現
在
の
副
代
表
）に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

会
場
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

�

活
動
へ
の
思
い
は

高
井　
正
俊
さ
ん（
宗
禅
寺
住
職
）

　
鎌
倉
の
建

長
寺
に
い
た

と
き
、
不
登

校
児
を
つ
く

ら
な
い
た
め

の
活
動
と
し
て
、
大
学
生
と
不
登
校
児

の
合
宿
が
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

経
験
か
ら
、
お
寺
を
み
ん
な
が
使
え
る

場
所
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
水
嶋
さ
ん
の
話
を
受
け
、
す
ぐ
協

力
し
ま
し
た
。
お
寺
は
公
共
の
施
設
と

違
い
規
則
や
管
理
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
け
ま
す
。

居
心
地
の
良
い
お
寺
は
可
能
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は

水
嶋　
「
リ
ア
ル
て
ら
こ
や
」で
は
学
習

支
援
の
ほ
か
、
子
供
食
堂
や
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
は
ま
ず
学
習
を
し
、
そ
の
後
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

参
加
し
て
面
白
か
っ
た
こ
と
は
？

●
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
の
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
か
っ
た
。

●
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
。
紅

茶
の
専
門
家
に
紅
茶
の
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

●
工
作
が
で
き
る
こ
と
。
ク
リ
ス
マ
ス

に
モ
ー
ル
で
リ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、
松

ぼ
っ
く
り
で
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

●
初
め
て
ケ
ー
キ
作
り
を
し
た
こ
と
。

　
「
ら
い
む
ぎ
ハ
ウ
ス
」は
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
す
。
月
に
一
度
、
市
内
の
宗
禅
寺
で
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
無
料
で
安
心
し
て
学
習
が
で
き
る
居
場
所

「
リ
ア
ル
て
ら
こ
や
」の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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水
嶋　
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
ス
タ
ッ
フ
が

演
奏
を
披
露
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
持

っ
て
い
る
特
技
・
経
験
な
ど
の
財
産
を

子
供
た
ち
に
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
興
味
の
あ
る
子
は
ご
飯
を

一
緒
に
作
る
な
ど
、
自
立
も
促
し
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
活
動
に
集
う
方
々
が
出
会
い
に
よ
っ

て
良
い
影
響
を
受
け
て
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
兼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

�

参
加
し
た
き
っ
か
け
は

星　
直
さ
ん（
大
学
生
）　

羽
村
駅
の

掲
示
板
に
あ

っ
た「
リ
ア

ル
て
ら
こ

や
」の
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
、
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

水
嶋
さ
ん
に
連
絡
し
ま
し
た
。
活
動
を

始
め
て
２
年
に
な
り
ま
す
。

大
瀧　
美
緒
さ
ん（
高
校
生
）

　
学
校
に
勤

め
て
い
た
水

嶋
さ
ん
と
小

学
生
の
時
か

ら
つ
な
が
り

が
あ
り
、
中
学
生
の
時
に
勉
強
を
教
わ

る
側
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
高

校
生
に
な
り
、
教
え
る
側
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

●
学
校
で
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
ま
し
た
。

●
友
達
に
誘
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は

大
瀧　
教
わ
る
側
と
教
え
る
側
の
両
方

の
視
点
が
持
て
ま
し
た
。
教
員
を
目
指

し
て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
さ
ま

ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い
る
の
で
、
話
す

だ
け
で
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

星　
子
供
た
ち
が
覚
え
て
く
れ
て
、
な

つ
い
て
く
れ
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

約
30
人
に
向
け
て
話
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
人
を
ま
と
め
る
力
が
培
わ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

リ
ア
ル
て
ら
こ
や
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

●
み
ん
な
で一緒
に
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
。

●
勉
強
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
遊
ぶ
ス
ペ
ー

ス
が
分
か
れ
て
い
て
、
自
分
の
気
分
で

選
べ
る
。

●
い
っ
ぱ
い
お
も
ち
ゃ
が
あ
っ
て
遊
べ
る
。

●
お
寺
の
中
が
迷
宮
み
た
い
で
楽
し
い
。

今
後
の
展
望
は

水
嶋　
現
在
、
市
内
に
不
登
校
児
童
・

生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
集
え
、
学
習
で
き
る

居
場
所
を
そ
こ
に
集
う
人
た
ち
が
主
体

と
な
っ
て
作
っ
て
い
け
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。
最
終
的
に
は
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
場
所
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
活
動
の
運
営
費
は

民
間
企
業
や
公
的
機
関
か
ら
の
助
成
金

と
寄
付
金
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
も
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

インタビューを終えて

　毎月１回、朝９時から10時までしっか
り勉強を教え、その後興味深いイベント、
11時半から子ども食堂と、多くの大人た
ちのサポートで成り立っている姿を見て、
江戸時代の寺子屋を彷彿させるような学
びの場でした。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

らいむぎハウス
子供たち一人ひとりの個性を踏まえた学
習支援、安心できる居場所づくりをして
います。
�会員	 スタッフ	 11人

	 ボランティア	 約50人
※ボランティアの方は活動保険に加入
しています。
�主な活動　毎月第２土曜日に

　「リアルてらこや」を実施
�場所	 宗禅寺(羽村市川崎2-8-20)
�連絡先	090-5542-6159(水野)

▼��

▼��

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
時
計
を

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催

▼��

活
動
の
最
後
に
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
方
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
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物忘れでも安心ガイド

　３月12日～ 14日に、16人の委員で構成された一般会計等予算審査特別委員会を開催し、令和６年度予算
について審査しました。その結果、一般会計と４つの特別会計、２つの公営企業会計の新年度予算をすべて可
決すべきと決定しました。
　この特別委員会の審査結果を本会議最終日に報告し、一般会計は修正案が出されましたが否決となり、７つ
の会計すべてを原案のとおり可決しました。特別委員会での主な質疑を紹介します。

一般会計歳入歳出総額244億1,000万円

　
　
地
方
交
付
税
の
算
定
項
目
で
あ
る

「
子
ど
も
子
育
て
費
」
の
対
象
事
業
は
。

　
　
令
和
６
年
度
に
国
か
ら
需
要
額
の

調
査
が
あ
る
。
対
象
事
業
と
な
る
よ
う
、

積
極
的
に
検
討
、
算
定
を
進
め
て
い
く
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
公
共
施
設
の
整
備
や
改
修
の
際
の

木
材
経
費
な
ど
、
広
く
市
民
に
供
せ
る

も
の
に
活
用
し
て
い
く
。

　
　
定
額
減
税
の
減
額
分
の
影
響
は
。

　
　
影
響
分
は
地
方
特
例
交
付
金
で
歳

入
が
あ
り
、
影
響
は
な
い
。

　
　
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
補

助
金
を
何
に
使
う
の
か
。

　
　
市
内
の
各
小
・
中
学
校
に
副
校
長

補
佐
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
内
部
統
制
制
度
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
　
基
本
方
針
は
策
定
済
。
令
和
６
年

度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
。

　
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定
基
礎

調
査
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　
公
共
建
築
物
を
将
来
的
に
ど
う
配

置
す
る
か
を
定
め
る
計
画
策
定
に
向
け
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
も
の
。

　
　
「
書
か
な
い
窓
口
」推
進
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
導
入
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
。

　
　
令
和
６
年
６
月
か
ら
稼
働
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
物
忘
れ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
認
知

症
検
診
は
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　
認
知
症
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
掲
載
し
た「
物
忘
れ
で
も
安
心
ガ

イ
ド
」を
作
成
し
、
75
歳
の
方
に
郵
送

す
る
。
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
検
査
が
必

要
な
基
準
に
達
し
た
市
民
の
希
望
者
は
、

一
部
の
市
内
医
療
機
関
で
認
知
症
検
診

を
実
施
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

魅力あるまちづくりを目指し「持続可能な未来につなぐ予算」
過去最大を更新した新年度予算を可決

歳入歳出 民生費（51.3％）
125億3,130万円

総務費（11.8％）
28億8,341万円

教育費（11.1％）
26億9,468万円

土木費（8.6％）
21億492万円

衛生費（8.3％）
20億2,194万円

消防費（3.3％）
8億968万円

公債費（3.3％）
7億9,758万円

その他（2.3％）
5億6,649万円

市税（41.1％）
100億3,804万円

繰入金（5.9％）
14億5,007万円

使用料及び手数料（1.6％）
　　　　　　3億7,984万円諸収入（1.5％）

3億7,001万円
その他（5.6％）
13億6,257万円

地方交付税（1.9％）
4億5,935万円

市債（2.4％）
5億7,470万円

地方消費税
交付金（5.5％）
13億4,034万円

都支出金（16.1％）
39億3,432万円

国庫支出金（18.4％）
45億76万円

自
主
財
源

依
存
財
源

A

AAA

AAAA Q

QQQ

QQQQ

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

■
行
政
運
営

■
福
祉・
健
康
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市公式 LINE アカウント

はぐくみプラン

工場の廃熱を温水プールの熱源と
してスイミングセンターに活用

バーチャルラーニングプラットフ
ォームのイメージ

令和6年度予算審査 　
　
令
和
６
年
度
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
費
助
成
の
実
施
予
定
は
。

　
　
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
　
災
害
用
の
備
蓄
物
資
の
主
な
内
容
、

増
設
を
予
定
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

　
　
粉
ミ
ル
ク
、
ゼ
リ
ー
食
、
テ
ン
ト
、

ラ
ン
タ
ン
や
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
に
加
え
、

停
電
の
際
に
利
用
す
る
非
常
用
発
電
機

な
ど
で
あ
る
。

　
　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。

　
　
プ
ッ
シ
ュ
型
の
市
政
情
報
の
配
信
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
ご
み
の
捨
て

方
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
羽
村
市
動
物
公
園
の
在
り
方
を
ど

う
検
討
し
て
い
く
の
か
。

　
　
人
口
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

課
題
が
多
く
あ
る
。
１
年
か
け
て
方
向

性
を
導
き
出
し
、
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

　
　
日
野
自
動
車
羽
村
工
場
か
ら
の
廃

熱
を
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
利
用
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
が
、今
後
は
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
化
し
、
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
購
入
し
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）
羽
村
市
こ
ど
も
計
画
策

定
に
向
け
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に

実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
。

　
　

関
係
部
署
と
連
携
し
、
子
供
の
居

場
所
に
関
す
る
考
え
な
ど
を
聞
い
て
い
く
。

　
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
回
数
な
ど

が
拡
充
さ
れ
る
が
、
ど
う
周
知
す
る
か
。

　
　
市
公
式
サ
イ
ト
等
の
ほ
か
、
母
子

手
帳
交
付
時
に
配
布
す
る「
は
ぐ
く
み

プ
ラ
ン
」や
、
事
業
の
チ
ラ
シ
等
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
る
。

　
　
未
就
園
児
の
定
期
的
な
預
か
り
事

業
の
市
内
で
の
実
施
予
定
は
。

　
　
予
算
編
成
時
点
で
、
幼
稚
園
４
園
、

認
証
保
育
所
１
園
か
ら
実
施
の
意
向
が

あ
る
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
開
催
す
る
ス
ポ

ー
ツ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
。

　
　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
実
施

予
定
。
ま
た
、
は
む
ら
健
康
フ
ェ
ア
と

合
同
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
東
京
都
教
育
委
員
会
が
行
う
バ
ー

チ
ャ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
事

業
で
あ
り
、
仮
想
空
間
で
新
し
い
居
場

所
・
学
び
の
場
を
提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
学
習
等
の

支
援
を
行
う
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

予
算
規
模

58
億
８
７
０
万
円

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
へ
の
対
応
は
。

　
　
健
康
保
険
証
は
令
和
６
年
12
月
２

日
で
廃
止
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
抽

出
し
、
資
格
確
認
書
を
送
付
す
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

予
算
規
模

16
億
６
６
０
万
円

　
　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
の
対

象
者
を
75
歳
以
上
ま
で
拡
大
す
る
が
、

拡
大
す
る
理
由
は
。

　
　
法
律
で
国
民
健
康
保
険
事
業
と
一

体
的
に
実
施
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

予
算
規
模

43
億
４
３
８
０
万
円

　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
ど
の
よ
う

に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
。

　
　
介
護
予
防
体
操
グ
ル
ー
プ
の
活
動

の
場
に
保
健
師
・
栄
養
士
が
訪
問
し
、

口
腔
機
能
向
上
と
栄
養
に
関
す
る
講
座

を
令
和
６
年
度
に
実
施
し
て
い
く
。

魅力あるまちづくりを目指し「持続可能な未来につなぐ予算」
過去最大を更新した新年度予算を可決

A

A

A

AAA

AA

AAA

AA Q

Q

Q

QQQ

QQ

QQ

QQQ ■
安
全・
安
心

■
く
ら
し

■
子
ど
も・
子
育
て

■
教

育

特
別
会
計
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■
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

　
予
算
規
模　
19
億
６
２
０
０
万
円

　
　
計
画
通
り
に
今
後
６
年
間
の
事
業

が
完
了
し
た
場
合
、
移
転
棟
数
と
進
捗

率
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
現
行
の
事
業
計
画
に
よ
る
移
転
棟

数
は
９
７
０
棟
で
あ
る
。
６
年
間
の
移

転
予
定
棟
数
は
３
７
６
棟
で
、
38
パ
ー

セ
ン
ト
の
執
行
率
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
水
道
事
業
会
計

　
予
算
規
模　
17
億
４
９
３
６
万
円

　
　
水
道
事
業
の
広
域
連
携
の
推
進
と

は
、
市
独
自
の
運
用
を
や
め
る
こ
と
か
。

　
　
施
設
の
維
持
管
理
や
整
備
の
面
で

技
術
的
な
支
援
策
を
活
用
し
、
広
域
連

携
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　
予
算
規
模　
18
億
６
１
８
６
万
円

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
災
害
用
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
を
新
設
す
る
が
、
液
状
化

現
象
で
マ
ン
ホ
ー
ル
が
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
も
、
使
用
で
き
る
の
か
。

　
　
使
用
で
き
る
構
造
で
あ
る
。

令和6年度予算審査

次世代に
つながる予算である
　厳しい財政状況でも、子ども
たち、市民の安全・安心対策、
地域の強靭化対策、行政のデジ
タル化への投資を行い、次世代
につながる予算である。引き続
き、持続可能な行財政運営を行
うことを要望し、賛成。　
� ＜新政会＞

市長の
リーダーシップに期待
　内部統制制度の運用、人材
マネジメントの推進、地球温暖
化対策の推進、企業支援・誘致
促進等を評価する。一方で、財
政再建や区画整理は評価できな
い。市長のリーダーシップを求
め、賛成。
� ＜令和かがやき＞

新たな事業の
創意工夫を認める
　認知症セルフチェックの推
奨、富士見子ども広場の整備、
ペアレントトレーニングプログ
ラムの本格実施など、創意工夫
がみられ、市民福祉向上につな
がるため、賛成。�
＜羽村市議会
� 都民ファーストの会＞

市民を守る
予算配分を
　行財政改革の継続で磐石な財
政基盤を確立することは肝要。
反面、市民生活にあっては、物
価高騰等で厳しい状況もある。
市民の生活、健康、そして命を
守るメリハリのある今後の予算
配分を望み賛成。
� ＜公明党＞

区画整理を
見直し財政改善を
　予算は住民福祉向上に使われ
るもの。市財政悪化で244億円
は、借金と基金取り崩し約20
億円で編成。給食費の無償化も
見送りに。区画整理の見直しで
改善することが必要と考える。
� 　＜世論＞

問題点をもつ
予算である
　小学校体育館のエアコン導
入、校内別室登校の指導員増員
など評価できる施策がある一
方、30種類を超える公共料金
の値上げ、区画整理事業へ巨費
を投じるなど、問題点をもつ予
算案であり、反対。
� ＜日本共産党＞

反対賛成

賛成 賛成

賛成

賛成

委員の討論委員の討論

一般会計

　一般会計、特別会計（後期高齢者医療会計を除く）、公営企業会計でそれぞれ討論がありました。
委員会での討論の内容を紹介します。

公
営
企
業
会
計

AAA QQQ
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配慮がされた
料金設定
　高齢者や要支援・介護認定者
の増加に伴う保険給付費の増加
に見合う保険料の設定が必要。
低所得者層の負担軽減や、所得
の多段階設定、介護給付費準備
基金からの繰入れなど、配慮が
されており、賛成。
� ＜新政会＞

事業推進へ
適切な予算措置
　歳入歳出総額は19億6,200
万円。財政状況が厳しい中、予
算総額が昨年度と比較し増加し
ているが、関係権利者に不利益
が生じないよう計画的かつ着実
に事業推進を図るための適切な
予算措置と考え、賛成。
� <新政会>

国保税値上げは
公費で抑えるべき
　国保税を平均4.6パーセン
ト、3,995円値上げする予算と
なっている。国民健康保険には
所得が低い人が多いにも関わら
ず、他の健康保険に比べて高額
な保険料である。公費でこれを
抑えていくことは必要不可欠。
� <日本共産党>

現計画のまま
進めることに反対
　財政的に厳しすぎる事業は規
模、期間、資金計画を見直すべ
きで、現計画をそのまま進める
ことに反対。土地購入の場所や
予算根拠がはっきりせず、決ま
った段階で補正予算として出す
べきと考え、反対。
� <令和かがやき>

反対

反対

賛成

賛成

国民健康保険事業会計介護保険事業会計

市民の生活に
大きな負担
　これまでも多くの市民から介
護保険料が高すぎると不満の声
があがっている。年金が上がら
ず、異常な物価高の中で保険料
を約1割値上げすることは、市
民の生活を一層困難にさせるも
のであるため、反対。
� <日本共産党>

事業計画の
見直しをすべき
　広い道路を造るため、970棟
を取り壊し移動する事業は21
年が経過。市費81億円を使い
ながら道路一本できていない。
橋本市政で事業縮小。優先事項
を進めるならば、事業計画の見
直しをすべき。
� <世論>

反対

反対

羽村駅西口土地区画整理事業会計

水道事業会計下水道事業会計

収益的収支の改善等を評価
　下水道使用料の改定などにより、収益的収支が改
善していること、安定した財政基盤と計画に基づき、
インフラの強靭化に向けた投資を行うことなどを評
価し、賛成。� ＜新政会＞

賛成
インフラへの投資等を評価
　収益的収支の黒字を維持し、建設改良工事の投
資資金を確保していること、安定した財政基盤と
計画に基づきインフラの強靭化に向けた投資を行
うことなどを評価し、賛成。� ＜新政会＞

賛成

令和６年度予算審査

■令和 6年度当初予算～各会計の内訳と前年度当初予算との比較～ （単位：万円）
区　分 令和 6年度 令和 5年度 増減額 増減率

一般会計 2,441,000 2,369,700 71,300 3.0％

特
別
会
計

国民健康保険事業 580,870 592,630 △ 11,760 △ 2.0％
後期高齢者医療 160,660 149,780 10,880 7.3％
介護保険事業 434,380 414,370 20,010 4.8％
羽村駅西口土地区画整理事業 196,200 155,050 41,150 26.5％
特別会計合計 1,372,110 1,311,830 60,280 4.6％

水道事業（公営企業会計） 174,936 171,676 3,260 1.9％
下水道事業 ( 公営企業会計 ) 186,186 174,902 11,284 6.5％
全会計の単純合計 4,174,233 4,028,108 146,125 3.6％

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
終
了
後
２
か
月
程
度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
索
と
閲
覧
」→「
令
和
６
年
」→「
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

■�

今
後
６
年
間
の
区
画
整
理
事
業
の

事
業
委
託
を
決
定

【
主
な
内
容
】　
福
生
都
市
計
画
事
業
羽

村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す

る
業
務
を
委
託
す
る
た
め
、
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額 

１
３
１
億
８
０
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方 

東
京
都
都
市
づ
く
り

公
社

委
託
期
間 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
の
６
年
間

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
幹
線
道
路
の
道
路
整
備
工
事
に
１

億
１
８
４
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
か
。

　
　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
13
号
線

の
雨
水
管
、
下
水
管
の
埋
設
工
事
に
係

る
経
費
で
あ
る
。

　
　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12
号
線

の
整
備
は
。

　
　
６
か
年
の
委
託
契
約
に
都
市
計
画

道
路
３
・
４
・
12
号
線
の
整
備
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
現
在
、
関
係
機
関
と
詳

細
な
調
整
を
進
め
て
い
る
。
財
源
の
確

保
を
含
め
、
整
い
次
第
改
め
て
議
会
に

提
案
を
し
て
い
く
。

　
　
委
託
期
間
は
６
年
間
あ
る
が
、
各

年
の
詳
細
な
事
業
内
容
を
ど
こ
で
示
し

て
い
く
の
か
。

　
　
毎
年
度
の
当
初
予
算
を
提
案
し
て

い
く
中
で
、
お
示
し
し
て
い
く
。

　
　
　
事
業
に
関
す
る
課
題
が
解
決
し

て
い
な
い
中
、
１
３
１
億
円
も
の
巨
額

を
費
や
す
事
業
に
反
対
。

�

（
日
本
共
産
党)

　
　
　
東
京
都
都
市
づ
く
り
公
社
へ
の

委
託
は
妥
当
。
効
率
的
、
効
果
的
な
事

業
の
推
進
を
期
待
し
、
賛
成
。

�
(

新
政
会)

　
　
　

人
口
減
少
に
合
わ
せ
修
復
型
の

整
備
を
す
べ
き
。
区
画
整
理
が
前
提
の

本
議
案
は
反
対
。�（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　
事
業
費
、
事
業
期
間
の
増
加
は

避
け
ら
れ
な
い
。
計
画
を
見
直
し
、
都

市
計
画
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。

�

（
世
論
）

■�

第
１
回
臨
時
会
（
２
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
４
件
、
補
正
予
算
案
６
件
、
あ
わ
せ
て
10

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■�

第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

新
年
度
予
算
案
７
件
（
４
～
７
ペ
ー
ジ
）
の
ほ
か
に
、
条
例
に

関
す
る
議
案
22
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、
そ
の
他
の
議
案
３
件
、

あ
わ
せ
て
39
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
審
査
し
た
陳
情
２
件
は
い
ず
れ
も
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A

AA

Q

Q

Q 福
生
都
市
計
画
事
業
羽
村
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
業

務
委
託
契
約
に
つ
い
て

市
長
提
出
議
案

質
疑

討
論

反
対

反
対

反
対

賛
成
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富士見霊園

■
市
長
の
給
料
等
の
減
額
を
延
長

【
主
な
内
容
】　
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
等

を
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定
の
率
を
減

額
す
る
た
め
、
特
例
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
羽
村
市
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員
の
給
料
を

増
や
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
本
来
支
払
う
べ
き
も
の
は
条
例
に

基
づ
き
支
払
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

■
介
護
保
険
料
を
改
定

【
主
な
内
容
】　
第
９
期（
令
和
６
年
度

～
令
和
８
年
度
）介
護
保
険
事
業
の
介

護
保
険
料
率
及
び
介
護
保
険
料
の
段
階

を
判
定
す
る
所
得
指
標
を
改
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
基
金
を
多
く
取
り
崩
し
、
保
険
料

を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
持
続
的
・
安
定
的
な
制
度
運
営
が

求
め
ら
れ
る
。
今
回
、
保
険
料
基
準
額

の
上
昇
抑
制
分
を
取
り
崩
し
た
。

　
　
　

高
額
な
保
険
料
で
支
払
い
が
困

難
な
方
も
い
る
。
公
的
負
担
を
増
や
す

べ
き
で
あ
り
、
反
対
。�

（
日
本
共
産
党
）

　
　
　
給
付
と
連
動
し
た
適
正
な
保
険

料
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け

た
努
力
を
求
め
、
賛
成
。　
（
新
政
会
）

　
　
　
制
度
維
持
の
た
め
、
致
し
方
な

い
改
定
。
基
金
確
保
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
。�

（
令
和
か
が
や
き
）

■
区
画
墓
地
使
用
料
を
引
上
げ

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
区
画
墓
地

の
使
用
料
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
３
平
方
メ
ー
ト
ル
の
区
画
墓
地
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
区
画
墓
地

の
使
用
料
等
を
規
定
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
　
都
内
霊
園
よ
り
安
価
だ
が
、
近

隣
市
よ
り
高
額
で
あ
る
。
市
民
負
担
を

増
や
す
本
条
例
に
は
反
対
。

�

（
日
本
共
産
党
）

　
　
　
施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増

加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
適
正
な
改

正
で
あ
り
賛
成
。�

(

新
政
会)　

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
の
全

容
解
明
と
再
発
防
止
を
求
め
る
意

見
書

（
要
旨
）

　

政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
を
全

容
解
明
の
上
、
政
治
改
革
を
真
摯
に
進

め
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開
に
つ
い

て
の
意
見
書

（
要
旨
）

　

横
田
基
地
所
属
Ｃ
Ｖ-

２２
オ
ス
プ
レ

イ
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
、
詳
細
な
情

報
を
明
ら
か
に
し
、
安
全
対
策
、
再
発

防
止
策
の
徹
底
と
事
故
防
止
に
万
全
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛

大
臣
、
北
関
東
防
衛
局
長

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※�

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
３
月
５
日
・
25
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

A

A

Q

Q

質
疑

討
論

討
論

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

令
和
６
年
度
に
お
け
る
羽
村
市
長
等

の
給
料
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例

質
疑

羽
村
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

羽
村
市
富
士
見
霊
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例



ぎかいのトビラ（令和 6.5.1） 10

■市長提出議案の議決結果
＜第１回臨時会（２月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

原案可決

羽村市一般職の任期付職員の採用及び給与
の特例に関する条例の一部を改正する条例
羽村市長等の給料等に関する条例の一部を
改正する条例
議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例
令和５年度羽村市一般会計補正予算（第９号）

　
　

件名・概要 議決結果
令和５年度羽村市国民健康保険事業会計補
正予算（第２号）

原案可決

令和５年度羽村市介護保険事業会計補正予
算（第２号）
令和５年度羽村市福生都市計画事業羽村駅
西口土地区画整理事業会計補正予算（第２
号）
令和５年度羽村市水道事業会計補正予算（第
１号）
令和５年度羽村市下水道事業会計補正予算

（第１号）

■各会派の賛否■	 　議案／	 〇…賛成　　×…反対

	 　陳情／	 〇…採択　　×…不採択

■会 派 名■	 　新…新政会　公…公明党　共…日本共産党　ネ…市民ネットワーク
　　　　　　　　　　　都…羽村市議会都民ﾌｧｰｽﾄの会  令…令和かがやき　世…世論　双…双葉会　　　　　　

凡　
例

件名・概要 議決結果
羽村市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決

羽村市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例
羽村市交通安全推進委員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例
羽村市長等の給料等に関する条例等の一部を
改正する条例
羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例
羽村市指定介護予防支援等の事業の人員及
び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準等を定める条例の一部を改正する条
例
羽村市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例
羽村市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例
羽村市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営の基準に関する条例の一部を改正する条
例

件名・概要 議決結果
羽村市廃棄物の処理及び再利用の促進に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決

羽村市農産物直売所条例の一部を改正する
条例
羽村市企業誘致促進に関する条例の一部を
改正する条例
羽村市営住宅条例の一部を改正する条例
羽村市消防団条例の一部を改正する条例　
羽村市消防団員の報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例
令和６年度における羽村市長等の給料等の
特例に関する条例　→P9
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条
例
令和５年度羽村市一般会計補正予算（第10号）
令和５年度羽村市国民健康保険事業会計補
正予算（第３号）
令和５年度羽村市後期高齢者医療会計補正
予算（第３号）
令和５年度羽村市介護保険事業会計補正予
算（第３号）
令和５年度羽村市水道事業会計補正予算（第
２号）
令和５年度羽村市下水道事業会計補正予算

（第２号）
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更
について
福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業に関する業務委託の変更契約について

＜第１回定例会（３月）で全会一致となった議案＞令和６年度当初予算を除く＞
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■議員提出議案の審議結果
件名 議決結果

政治資金規正法違反疑惑の全容解明と再発防止を求める意見書　→P9 原案可決

オスプレイの飛行再開についての意見書　→P9 原案可決

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双

(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

「子どもの権利に関する条例」制定に関する
陳情書

文教厚生
委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

通学路の歩道縁石の塗り直しと路面標識・
横断歩道の描き直し及び側道と一時停止
線の引き直しを求める陳情書

環境まち
づくり
委員会

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

＜第１回定例会（３月）で賛否の分かれた議案＞

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双
(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

羽村市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇

原案可決

羽村市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 ×

羽村市介護保険条例の一部を改正する条例　→P9 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市富士見霊園条例の一部を改正する条例　→P9 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地
区画整理事業会計補正予算（第３号） 〇 〇 × × 〇 × × 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業に
関する業務委託契約について　→P8 〇 〇 × × 〇 × × ×

＜令和６年度当初予算の議決結果＞

件名
（詳細は P4～ P7をご参照ください）

会派名（数字は人数）
議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双

(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)
一般会計予算 〇 〇 × × 〇 〇 × ×

原案可決

羽村市国民健康保険事業会計予算 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市後期高齢者医療会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市介護保険事業会計予算 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業会計予算 〇 〇 × × 〇 × × ×

羽村市水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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市政について問う

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

第
１
回
定
例
会
で
は
、

２
月
28
日
、
29
日
、
３
月
１
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

15
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

《Ｑ》道路整備計画に完了年度の記載がない理由は

《Ａ》事業が具現化した段階で実施計画を示す

市
の
道
路
と

橋
梁
の
計
画
に
つ
い
て

質
問

羽
村
市
道
路
維
持
保
全

計
画
か
ら
羽
村
市
道
路
整
備
計

画
に
名
称
変
更
し
た
意
味
は
。

市
長

道
路
維
持
保
全
だ
け
で

な
く
、
道
路
の
整
備
・
更
新
の

基
本
方
針
と
取
組
内
容
を
明
確

に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

質
問

旧
計
画
に
あ
っ
た
「
道

路
台
帳
の
整
備
」
は
中
止
し
た

の
か
。

市
長

今
後
、
業
務
の
効
率
化

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点

か
ら
、
道
路
情
報
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

羽
村
市
道
路
整
備
計
画

の
別
添
資
料
に
は
工
事
等
の
完

了
年
度
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

理
由
は
。

市
長

事
業
が
具
現
化
し
た
段

階
で
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、

市
民
の
皆
様
に
示
し
て
い
く
。

質
問

市
道
の
街
路
樹
の
約
75

パ
ー
セ
ン
ト
は
イ
チ
ョ
ウ
で
あ

る
。
落
葉
時
の
落
ち
葉
処
理
も

大
変
な
こ
と
な
ど
か
ら
木
の
種

類
を
順
次
変
え
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長

イ
チ
ョ
ウ
は
市
の
木
で

あ
り
、
東
京
都
の
木
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
。
落
葉
前
に
剪
定

を
実
施
し
て
い
る
。
樹
種
の
変

更
は
、
道
路
改
修
事
業
等
を
実

施
す
る
際
に
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

質
問

市
民
か
ら
、
横
断
歩
道

が
あ
る
信
号
機
の
待
ち
時
間
が

長
い
の
で
調
整
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
っ
た
。
市
民
か
ら

の
要
請
を
福
生
警
察
署
に
確
実

に
伝
え
、
実
現
に
向
け
、
さ
ら

な
る
努
力
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

引
き
続
き
、福
生
警
察

署
と
連
携
・
協
力
し
、市
民
の
快

適
か
つ
安
全
・
安
心
な
道
路
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高田 和登 議員（新政会）

整備された動物公園通り
(羽村市道路整備計画より）
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《Ｑ》災害時に市民の命を守るための課題は
《Ａ》被災者への支援体制、衛生管理、健康維持へ取組む

災
害
面
で
の

マ
ル
チ
・
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
備
え
を

質
問

近
年
の
資
材
・
物
価
高

騰
、
労
務
費
改
善
等
か
ら
、
住

宅
耐
震
化
へ
の
補
助
金
額
の
見

直
し
を
。

市
長

近
隣
自
治
体
の
状
況
等

を
研
究
す
る
。

質
問

市
民
の
命
を
守
る
避
難

体
制
、
避
難
所
運
営
・
支
援
物

資
供
給
、
医
療
体
制
・
衛
生
管

理
面
で
の
課
題
は
。

市
長

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
。
支
援
物
資
と
医

療
救
護
体
制
の
確
保
。
避
難
所

で
の
感
染
症
拡
大
防
止
措
置
。

ト
イ
レ
や
し
尿
処
理
体
制
の
整

備
が
重
要
。
衛
生
管
理
や
避
難

者
の
健
康
維
持
に
取
組
む
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
の

支
援
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う

質
問

市
は
未
婚
率
、
未
婚
人

口
の
上
昇
傾
向
な
ど
の
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長

市
の
20
歳
か
ら
54
歳
ま

で
の
男
女
別
未
婚
割
合
は
、
平

成
12
年
は
男
性
が
42
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
、
女
性
が
26
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
。
令
和
２
年
は
男
性
が

47
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
が

32
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
男
女

と
も
増
加
し
て
い
る
。

質
問

東
京
都
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ふ
た
り
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｙ
」や「
結
婚
応
援
パ
ス
ポ

ー
ト
」な
ど
の
取
組
み
を
市
民
に

周
知
し
活
用
を
促
し
て
は
。

市
長

結
婚
を
望
む
方
へ
の
結

婚
支
援
は
、
広
域
的
な
取
組
が

有
効
と
考
え
る
。
都
の
取
組
等

の
周
知
に
努
め
、
都
や
西
多
摩

地
域
の
自
治
体
等
と
連
携
し
た

取
組
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

公
共
建
築
物
等
の
※
Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｂ
化
に
つ

い
て

富永 訓正 議員（公明党）

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

適
正
化
の
加
速
を

質
問

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適

正
化
に
関
す
る
課
題
は
何
か
。

市
長

管
理
組
合
活
動
の
活
性

化
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
組
合
の
機
能
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

市
長

昭
和
58
年
12
月
末
ま
で

に
建
築
さ
れ
、
戸
数
が
６
戸
以

上
で
あ
る
25
棟
の
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
都
条
例
に
基

づ
き
、
管
理
組
合
や
管
理
規
約
、

修
繕
積
立
金
、
長
期
修
繕
計
画

の
有
無
な
ど
、
状
況
の
把
握
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
管
理
不
全

の
兆
候
が
見
ら
れ
る
物
件
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
委
託
し
、

管
理
改
善
の
た
め
の
助
言
等
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
市
内
に

所
在
す
る
全
て
の
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
状
況
把
握
に
取
組
み
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
へ
の
委
託

に
よ
る
管
理
組
合
の
活
動
状
況

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

質
問

「
仮
称
・
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
適
正
化
推
進
条
例
」
の
制

定
を
提
案
す
る
。

市
長

良
好
な
管
理
を
促
進
す

る
た
め
、
条
例
制
定
の
必
要
性

を
含
め
、
調
査・研
究
し
て
い
く
。

令
和
の
先
を
見
据
え
た
幼
児

教
育
・
学
校
教
育
の
創
出
を

質
問

学
校
に
な
じ
め
な
い
子

ど
も
達
が
通
う
居
場
所
や
学
び

の
場
と
の
連
携
強
化
の
考
え
は
。

教
育
長

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
所
し
た
日
は
、
校
長
判
断
に

よ
り
、
学
校
へ
の
出
席
日
数
と

し
て
認
め
る
等
、
柔
軟
な
対
応

で
多
様
な
居
場
所
、
学
び
の
保

障
を
支
え
て
い
る
。

石居　尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》マンション管理の適正化の最大の課題は

《Ａ》管理組合活動の活性化であると認識している

管理の適正化に取り組むマンション

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
収
支
ゼ
ロ
を
目
指

し
た
建
物
。

令和８年度に耐震化率を100パーセントにす
るため、耐震化が必要な市内の住宅戸数（羽村
市耐震改修促進計画より）
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が
ん
対
策
の
充
実
で

安
心
し
た
生
活
を

年
間
37
万
人
が
亡
く
な
る
が
ん
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
変

重
要
で
あ
る
。

質
問

が
ん
検
診
の
受
診
率
等

の
市
の
傾
向
は
。

市
長

検
診
受
診
率
は
胃
が
ん

５
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
肺
が
ん

６
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
、
乳
が
ん

17
パ
ー
セ
ン
ト
、
子
宮
頸
が
ん

15
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
腸
が

ん
32
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

精
密
検
査
受
診
率
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

質
問

胃
が
ん
、
肺
が
ん
検
診

料
が
有
料
に
な
っ
た
。
無
料
に

戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

検
診
に
係
る
費
用
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
今
後
も

受
診
機
会
を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
費
用
の
一
部
を
負
担
い
た

だ
き
た
い
。

質
問

胃
が
ん
検
診
を
バ
リ
ウ

ム
検
査
か
ら
胃
カ
メ
ラ
検
査
に

す
べ
き
で
は
。

市
長

対
応
医
療
機
関
が
少
な

く
、
受
診
枠
の
確
保
が
難
し
い
。

今
後
も
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
継
続

し
て
い
く
。

質
問

療
養
生
活
の
質
向
上
の

た
め
、
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
具
等

の
購
入
費
助
成
を
し
て
は
。

市
長

国
の
動
向
や
他
自
治
体

の
取
組
み
状
況
、
東
京
都
の
補

助
制
度
の
活
用
状
況
等
を
情
報

収
集
す
る
な
ど
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

質
問

早
期
発
見
・
早
期
治
療

へ
の
取
組
み
の
強
化
を
。

市
長

引
き
続
き
が
ん
検
診
、

要
精
密
検
査
の
受
診
勧
奨
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

健
康
フ
ェ
ア
な
ど
で
検
診
の
重

要
性
を
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

自
治
体
Ｄ
Ｘ
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準

化
の
進
捗
は
／
は
む
ら
市
民
と
産

業
の
ま
つ
り
の
総
括
を

中嶋　勝 議員（公明党）

《Ｑ》医療用ウィッグや補整具等の購入費助成を
《Ａ》国・都・他自治体の取組み状況を調査研究していく
が
ん
検
診
手
帳
と
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
ク
ー
ポ

ン
券

《Ｑ》学校給食費の無償化はできないか
《Ａ》物価高騰による給食費値上げ相当分を負担していく

学
校
給
食
費
の無償

化
に
つ
い
て

質
問

東
京
都
の
助
成
制
度
を

利
用
し
、
無
償
化
で
き
な
い
か
。

市
長

制
度
を
活
用
し
て
も
１

億
円
以
上
の
経
費
が
必
要
。そ
の

他
行
政
課
題
の
対
応
か
ら
負
担

は
厳
し
い
。令
和
６
年
度
は
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
給
食
費
値
上

げ
相
当
分
を
市
が
負
担
す
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問

空
き
家
へ
の
地
域
の
現

状
や
課
題
の
認
識
は
。

市
長

相
続
さ
れ
て
い
な
い
、

所
有
者
が
遠
距
離
に
住
居
し
て

い
る
等
、
適
正
な
管
理
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
寄
せ

ら
れ
る
苦
情
の
大
半
は
適
正
な

管
理
を
要
望
す
る
内
容
で
あ
る
。

質
問

今
後
、
増
え
る
空
き
家

の
利
活
用
は
。

市
長

空
家
・
空
地
管
理
セ
ン

タ
ー
と
の
協
定
の
中
で
、
利
活

用
に
関
す
る
相
談
業
務
や
実
施

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か社会

に
向
け
て

質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
と
一
時
預
か
り
制
度
の
違
い
は
。

市
長

一
時
預
か
り
事
業
は
全

て
の
未
就
学
児
童
を
対
象
に
、

緊
急
ま
た
は
一
時
的
に
保
育
が

必
要
と
な
っ
た
保
護
者
の
立
場

か
ら
の
必
要
性
に
対
応
す
る
事

業
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

は
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
対
象

で
、
保
護
者
の
立
場
か
ら
で
は

な
く
子
供
を
中
心
に
考
え
、
良

質
な
生
育
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
実
施
予
定
は
。

市
長

試
行
的
事
業
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。
東
京
都
の
多

様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機
会

創
出
事
業
を
活
用
し
た
、
未
就

園
児
の
定
期
預
か
り
事
業
を
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
。

金子　ひとみ 議員（公明党）

子供たちの健全な成長を支える学校給食
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の
利
活
用
は
。

市
長

空
家
・
空
地
管
理
セ
ン

タ
ー
と
の
協
定
の
中
で
、
利
活

用
に
関
す
る
相
談
業
務
や
実
施

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か社会

に
向
け
て

質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
と
一
時
預
か
り
制
度
の
違
い
は
。

市
長

一
時
預
か
り
事
業
は
全

て
の
未
就
学
児
童
を
対
象
に
、

緊
急
ま
た
は
一
時
的
に
保
育
が

必
要
と
な
っ
た
保
護
者
の
立
場

か
ら
の
必
要
性
に
対
応
す
る
事

業
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

は
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
対
象

で
、
保
護
者
の
立
場
か
ら
で
は

な
く
子
供
を
中
心
に
考
え
、
良

質
な
生
育
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
実
施
予
定
は
。

市
長

試
行
的
事
業
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。
東
京
都
の
多

様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機
会

創
出
事
業
を
活
用
し
た
、
未
就

園
児
の
定
期
預
か
り
事
業
を
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
。

羽
村
市
の

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
実
現

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

質
問

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

を
今
後
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ
、

目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て

い
く
考
え
か
。

市
長

こ
ど
も
大
綱
で
示
さ
れ

た
基
本
方
針
等
を
勘
案
し
、
国

が
策
定
す
る
計
画
策
定
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
、
知
識
経
験
者
や
公
募
し

た
市
民
等
で
構
成
す
る
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
及
び
、
庁
内

関
係
部
署
の
職
員
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
で
具
体
的
な
内
容

の
検
討
を
進
め
る
。
令
和
６
年

度
末
を
目
途
に
「
仮
称
・
羽
村

市
こ
ど
も
計
画
」
を
策
定
し
て

い
く
。

質
問

「
こ
ど
も
基
本
条
例
」

制
定
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

現
時
点
で
は
、
改
め
て

子
供
の
権
利
に
関
す
る
基
本
的

な
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
、
「
仮

称
・
羽
村
市
こ
ど
も
計
画
」
を

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に

則
り
、
こ
ど
も
基
本
法
や
こ
ど

も
大
綱
を
勘
案
し
、
子
供
の
た

め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
の
包
括
的
な
計
画

と
し
て
策
定
し
て
い
く
。

羽
村
駅
西
口
地
区
の

都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

質
問

令
和
６
年
度
以
降
の
実

施
計
画
は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

市
長

令
和
６
年
度
か
ら
の
６

か
年
の
実
施
計
画
は
、
三
つ
の

優
先
事
項
に
特
化
し
て
取
組
み
、

現
在
施
工
中
の
地
区
か
ら
、
羽

村
駅
方
向
に
向
か
っ
て
整
備
を

進
め
て
い
く
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》「こどもまんなか社会」をどのように実現させるか

《Ａ》「仮称・羽村市こども計画」を策定していく

市
長
が
先
頭
と
な
っ
て
市
内
企

業
の
賃
上
げ
を
勧
め
る
べ
き

質
問

市
内
企
業
で
労
務
費
の

価
格
転
嫁
が
進
ま
な
か
っ
た
理

由
は
。

市
長

発
注
者
が
取
引
上
の
立

場
が
強
く
、
労
務
費
の
価
格
転

嫁
を
言
い
出
し
に
く
い
状
況
に

あ
る
。
ま
た
、
商
品
等
の
価
格

に
転
嫁
す
る
こ
と
で
消
費
者
が

離
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
と

聞
い
て
い
る
。

質
問

中
小
企
業
向
け
の
賃
上

げ
促
進
税
制
の
周
知
は
。

市
長

国
は
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
を
適
用
期
間
と
し
た
中
小

企
業
向
け
の
賃
上
げ
促
進
税
制

を
実
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
賃
上

げ
を
促
進
・
強
化
す
る
制
度
改

正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
情
報
は
、
直
接
、
国
等
か

ら
商
工
会
に
周
知
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。

質
問

５
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
上

げ
が
実
施
さ
れ
る
と
羽
村
市
の

税
収
は
ど
う
増
え
る
か
。

市
長

税
収
へ
の
影
響
額
を
算

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

質
問

市
内
企
業
の
賃
上
げ
を

勧
め
る
施
策
へ
の
考
え
は
。ま
た
、

官
民
あ
げ
て
賃
上
げ
を
勧
め
る

現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

官
民
あ
げ
て
賃
上
げ
を

勧
め
る
こ
と
は
、
長
き
に
わ
た

る
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
持
続
的

な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
で
あ
る
。
市
も
新
た
な
中
小

企
業
向
け
の
支
援
施
策
と
し
て
、

経
営
基
盤
強
化
助
成
金
制
度
を

開
始
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
市
の
財
政
を
い
つ
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
目
標
で
改
善
（
再
建
）

を
果
た
す
考
え
か
／
公
立
図
書
館

の
新
た
な
役
割
に
つ
い
て

労務費の価格転嫁で発注者が採るべき行動
(公正取引委員会公式ウェブサイトから抜粋
し作成)

発注者として採るべき行動
行動① 本社（経営トップ）の関与
行動② 発注者側からの定期的な協議の実施
行動③ 説明・資料を求める場合は公表資料

とすること
行動④ サプライチェーン全体での適切な価

格転嫁を行うこと
行動⑤ 要請があれば協議のテーブルにつく

こと
行動⑥ 必要に応じ考え方を提案すること

《Ｑ》市内企業の賃上げを勧める施策を講じるべきでは
《Ａ》令和６年度に新たな中小企業向けの支援策を講じる

馳平 耕三 議員（令和かがやき）

羽村大橋周辺の都市計画道路の整備予定
地区



ぎかいのトビラ（令和 6.5.1） 16

ど
の
子
も
安
心
し
て
学
び
、

生
活
で
き
る
教
育
を

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
を

東
京
都
は
学
校
給
食
費
の
保

護
者
負
担
を
軽
減
す
る
自
治
体

に
対
し
、
費
用
の
半
分
を
補
助

す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
近
隣

の
市
町
も
完
全
無
償
化
の
意
向

を
示
し
て
い
る
。

質
問

完
全
無
償
化
を
検
討
す

べ
き
で
は
。
困
難
な
ら
、
第
２

子
か
ら
無
償
化
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

現
時
点
で
東
京
都
の

制
度
を
活
用
し
た
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

ど
の
子
も
分
か
る
授
業
の
た
め
に

質
問

教
員
の
授
業
準
備
時
間

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
理
解

が
遅
れ
が
ち
な
子
供
た
ち
へ
の

対
策
は
。

教
育
長

理
解
が
遅
れ
が
ち
な

児
童
・
生
徒
に
は
、
学
習
支
援

員
に
よ
る
授
業
中
の
補
助
、
地

域
の
人
材
等
を
活
用
し
た
放
課

後
学
習
教
室
や
長
期
休
業
中
の

補
習
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
は
む
ら
っ
子

広
場
）
の
開
室
数
を
増
や
し
て
は

質
問

保
護
者
か
ら
の
意
見
は
。

教
育
長

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、平

日
の
連
日
開
室
や
長
期
休
業
中

の
開
室
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。

質
問

子
供
の
居
場
所
と
し
て

有
効
で
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

教
育
長

開
室
日
数
の
増
加
を

含
め
た
今
後
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て

質
問

４
月
か
ら
全
校
実
施
と

な
る
。教
育
委
員
会
は
、こ
の
制

度
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長

学
習
指
導
や
学
校
行

事
、
体
験
的
な
活
動
等
に
地
域

人
材
が
活
用
さ
れ
、
多
様
な
教

育
活
動
が
実
現
す
る
。

浜中 順 議員（日本共産党）

《Ｑ》羽村市でも学校給食の完全無償化をすべきでは
《Ａ》実施する考えはない

羽
村
市
の
教
育
に
つ
い
て

質
問

令
和
６
年
１
月
末
現
在

の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
数
は
。

教
育
長

各
学
校
の
不
登
校
又

は
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
・

生
徒
は
、
小
学
生
56
人
、
中
学

生
１
２
２
人
で
あ
る
。

質
問

学
校
適
応
指
導
教
室

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
・
は

む
ら
）
を
令
和
５
年
度
利
用
し

た
児
童
・
生
徒
の
数
は
。
ま
た
、

同
教
室
を
利
用
し
て
学
校
復
帰

等
で
き
た
事
例
の
有
無
は
。

教
育
長

２
月
１
日
現
在
で
、

利
用
し
て
い
る
小
学
生
は
４
人
、

中
学
生
は
34
人
。
令
和
５
年
度

中
に
利
用
を
終
え
て
、
学
校
に

復
帰
で
き
た
児
童
・
生
徒
は
い

な
い
が
、
多
く
は
、
在
籍
校
の

校
内
別
室
指
導
な
ど
を
活
用
し
、

登
校
を
行
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

市
民
の
声
に
つ
い
て

質
問

ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ

の
来
園
者
が
周
辺
施
設
に
立
ち

寄
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

市
長

羽
村
市
観
光
協
会
発
行

の
観
光
ガ
イ
ド
「
ぶ
ら
り
は
む

ら
」
に
ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ

を
中
心
と
し
た
周
辺
施
設
と
一

体
的
な
周
遊
・
散
策
コ
ー
ス
を

設
定
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
の
来
園

に
併
せ
て
周
辺
施
設
を
巡
り
、

羽
村
市
の
魅
力
を
発
見
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

質
問

市
が
管
理
す
る
墓
地
に

お
い
て
、
「
無
縁
墓
」
の
状
況

を
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

市
長

市
が
管
理
し
て
い
る
霊

園
に
は
該
当
す
る
墓
地
は
な
い
。

《Ｑ》学校適応指導教室を利用した児童・生徒数は
《Ａ》利用している小学生は４人、中学生は 34人

羽村市教育相談室内にある学校適応指導
教室

菅 勇真 議員（双葉会）

市内の給食センター
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
羽
村
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

や
男
女
間
賃
金
格
差
の
国
際
比

較
か
ら
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
へ
の
取
組
み
は
不
十
分
で

あ
る
。
市
の
取
組
み
を
問
う
。

質
問

令
和
５
年
度
の
審
議
会

等
の
設
置
数
、
女
性
の
参
加
数
、

構
成
比
率
は
。

市
長

審
議
会
の
数
は
63
で
あ

り
、
女
性
委
員
数
は
２
８
９
人
、

参
画
比
率
は
31
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。
「
審
議
会
等
委
員
へ
の

女
性
の
参
画
促
進
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
女

性
の
参
画
の
更
な
る
促
進
策
を

講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問

審
議
会
等
へ
の
女
性
参

加
状
況
を
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

公
表
し
て
い
く
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

質
問

「
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法

律
」
が
令
和
６
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
。
努
力
義
務
と
な

る
市
の
計
画
策
定
は
。

市
長

市
の
基
本
計
画
策
定
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

道
路
率
30
パ
ー
セ
ン
ト
の

区
画
整
理
は
見
直
す
べ
き

質
問

都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
12
号
線
の
道
路
幅
32
メ
ー

ト
ル
や
40
メ
ー
ト
ル
は
必
要
な

い
。
東
京
都
に
強
く
見
直
し
を

求
め
る
べ
き
。

市
長

平
面
交
差
で
整
備
す
る

計
画
だ
が
、
車
道
本
線
、
側
道

両
側
、
歩
道
両
側
な
ど
、
計
画

し
て
い
る
幅
員
は
必
要
と
捉
え

て
い
る
。

質
問

駅
前
広
場
の
整
備
は
、

地
権
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
利

用
者
な
ど
の
意
見
反
映
も
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長

今
後
、
様
々
な
関
係
者

の
皆
さ
ま
と
懇
談
す
る
機
会
を

設
け
て
い
く
。

SDGｓの17の目標のひとつである
ジェンダー平等

《Ｑ》審議会等への女性参加状況を公表してはどうか
《Ａ》公表していくよう準備を進めている

門間　淑子 議員（市民ネットワーク）

山崎 陽一 議員（世論）

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
67
弾

質
問
「
引
き
続
き
区
画
整
理

で
行
う
」と
は
42
ヘ
ク
タ
ー
ル
全

域
の
事
業
完
了
か
。
優
先
事
項

に
特
化
し
、「
事
業
費
、
期
間
を

削
減
」す
る
こ
と
か
。

市
長

６
か
年
の
実
施
計
画
を

選
択
と
集
中
の
考
え
で
「
仮
住

ま
い
者
へ
の
返
地
」
、「
都
市
計

画
道
路
３
・
４
・
12
号
線
の
早
期

整
備
」、「
駅
前
交
通
広
場
等
の

整
備
」
に
特
化
す
る
。
効
率
的

効
果
的
な
整
備
が
事
業
費
、
期

間
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

質
問

地
域
で
の
買
収
、
換
地

先
変
更
の
目
的
は
。

市
長

事
業
実
施
に
お
け
る
工

夫
策
で
あ
る
。

質
問

計
画
へ
の
住
民
不
安
が

大
き
い
。説
明
会
を
開
い
て
は
。

市
長

都
市
計
画
道
路
な
ど
の

工
事
説
明
会
は
開
催
す
る
。

質
問

今
ま
で
の
事
業
費
と
６

か
年
を
加
え
た
事
業
費
額
と
総

事
業
費
、市
費
の
割
合
は
。

市
長

平
成
15
年
度
か
ら
と
今

後
６
か
年
の
合
計
事
業
費
は
２

６
４
億
３
３
０
０
万
円
。
総
事

業
費
４
３
６
億
円
に
対
し
て
約

61
パ
ー
セ
ン
ト
。
市
費
は
、
合
計

１
６
２
億
７
０
０
０
万
円
。
総

事
業
費
２
２
０
億
円
に
対
し
て

約
74
パ
ー
セ
ン
ト
。

質
問

事
業
の
進
捗
率
と
事
業

費
の
執
行
率
の
格
差
が
大
き
い
。

期
間
、
費
用
削
減
に
反
す
る
の

で
は
。

市
長

差
は
承
知
し
て
い
る
。

今
後
は
優
先
事
項
に
特
化
し
効

率
化
を
目
指
す
。

質
問

地
方
自
治
の
原
則
は
住

民
福
祉
の
向
上
。
市
費
２
２
０

億
円
は
全
市
民
一
人
当
た
り
40

万
円
の
負
担
。
ど
の
よ
う
な
生

活
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
。

市
長

羽
村
駅
や
幹
線
道
路
利

用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
。

《Ｑ》「区画整理で進める」とは 42ヘクタール全域をか

《Ａ》６か年の実施計画を優先事項３点に特化し進める

優先事項という、羽村大橋からの都市計画
道路3・4・12号線予定地
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災
害
へ
の
備
え
や
対
応
に
つ
い
て

質
問

羽
村
市
地
域
防
災
計
画

と
東
京
都
が
公
表
し
た
地
震
へ

の
被
害
想
定
を
比
較
し
た
上
で
、

防
災
に
関
す
る
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

市
長

建
物
・
人
的
被
害
、
交

通
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
生
活
へ

の
影
響
等
へ
の
さ
ら
な
る
対
策

が
課
題
で
あ
る
。

質
問

在
宅
避
難
へ
の
考
え

方
は
。

市
長

自
宅
に
倒
壊
の
危
険
性

が
な
く
引
き
続
き
生
活
で
き
る

場
合
は
推
奨
し
て
い
る
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
個
別
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
、
健
康
維
持

の
面
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
と
考
え
る
。

質
問

災
害
時
に
食
料
が
足
り

な
く
な
る
事
態
等
へ
の
対
策
の

検
討
状
況
は
。

市
長

市
は
３
日
分
以
上
の
食

料
を
確
保
し
て
い
る
。
市
民
に

も
各
自
３
日
分
、
可
能
で
あ
れ

ば
７
日
分
の
備
蓄
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
不
足
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
都
や
協
定
を
締
結
し

て
い
る
自
治
体
・
民
間
企
業
等

に
食
料
の
提
供
を
要
請
す
る
。

質
問

家
庭
で
の
備
え
の
促
進

や
自
助
の
意
識
向
上
の
た
め
、

家
庭
用
防
災
用
品
購
入
へ
の
補

助
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
他
の
自
治
体
の
取
組

み
等
を
調
査
・
研
究
す
る
。

質
問

災
害
用
ト
イ
レ
の
数
は
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
す
避

難
者
約
50
人
に
１
基
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。

市
長

災
害
用
ト
イ
レ
は
備
蓄

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
が
課
題
で

あ
る
。
家
庭
で
の
携
帯
ト
イ
レ

の
備
蓄
の
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
都

の
計
画
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

櫻沢　裕人 議員（新政会）

《Ｑ》在宅避難への考え方は
《Ａ》自宅に倒壊の危険性がない場合は推奨している

災
害
へ
の
備
え
や
対
応
に
つ
い
て

質
問

市
の
災
害
へ
の
備
え
や

対
応
は
。

市
長

羽
村
市
地
域
防
災
計
画

の
修
正
に
併
せ
、
被
害
想
定
に

即
し
た
総
合
的
、
計
画
的
な
災

害
対
策
を
講
じ
る
。

質
問

大
災
害
へ
の
対
応
の
た

め
、
危
機
管
理
部
局
の
創
設
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長

新
た
な
部
署
を
創
設
す

る
考
え
は
な
い
が
、
防
災
・
危

機
管
理
に
関
す
る
高
度
な
知
識

や
経
験
を
有
す
る
専
門
人
材
の

任
用
を
計
画
し
て
い
る
。

質
問

災
害
時
、
ミ
ル
ク
用
の

水
不
足
に
対
し
、
液
体
ミ
ル

ク
・
乳
児
用
調
整
液
状
乳
の
備

蓄
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

賞
味
期
限
が
短
く
、
高

温
と
な
る
場
所
で
保
管
が
で
き

な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
備

蓄
し
て
い
な
い
。
民
間
企
業
と

連
携
し
、
液
体
ミ
ル
ク
の
提
供

が
可
能
か
検
討
す
る
。

質
問

下
水
管
破
損
時
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な

い
場
合
の
対
策
は
。

市
長

携
帯
ト
イ
レ
や
仮
設
ト

イ
レ
の
備
蓄
に
併
せ
、
今
後
、

内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
東

京
都
地
域
防
災
計
画
を
踏
ま
え

た
災
害
用
ト
イ
レ
の
更
な
る
確

保
を
検
討
す
る
。

も
っ
と
、
共
働
き
や
子
育
て

し
や
す
い
市
の
支
援
に
つ
い
て

卵
子
凍
結
等
に
つ
い
て

質
問

望
ん
だ
時
期
に
妊
娠
・

出
産
を
可
能
に
す
る
卵
子
凍
結

に
対
し
て
費
用
助
成
を
実
施
す

べ
き
で
は
。

市
長

東
京
都
は
将
来
の
妊
娠

に
備
え
た
「
卵
子
凍
結
に
係
る

費
用
助
成
」
を
18
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
女
性
を
対
象
に
開
始
し
、

羽
村
市
民
も
利
用
が
可
能
で
あ

る
。市
が
独
自
に
費
用
助
成
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。

野崎　和也 議員（新政会）

《Ｑ》市の災害への備えや対応は
《Ａ》被害想定に則した総合的計画的な災害対策を講じる

家庭での食料や携帯トイレの備蓄

羽村市地域防災計画
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防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
子
ど

も
の
見
守
り
放
送
に
つ
い
て

質
問

現
在
の
見
守
り
放
送
を

発
展
さ
せ
、
子
ど
も
が
自
ら
呼

び
か
け
る
見
守
り
放
送
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

子
供
た
ち
の
下
校
時

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

地
域
の
方
々
の
御
理
解
・
御
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
は

大
人
の
音
声
で
放
送
を
行
っ
て

い
る
が
、
子
供
た
ち
が
呼
び
か

け
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
の

意
識
を
よ
り
一
層
喚
起
す
る
効

果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

羽
村
堰
周
辺
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

質
問

多
摩
川
沿
い
の
遊
歩
道

及
び
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
を
進
め
る
た
め
の
課
題
は

何
か
。

市
長

自
転
車
と
歩
行
者
の
接

触
事
故
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、

飼
い
犬
の
ふ
ん
な
ど
の
問
題
が

多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
除
草
の

範
囲
も
広
く
、
多
く
の
手
間
と

費
用
を
要
し
て
い
る
。
市
で
は

市
長
会
を
通
じ
、
東
京
都
に
令

和
６
年
度
東
京
都
予
算
で
整
備

の
対
応
を
図
る
よ
う
要
望
し
た
。

質
問

羽
村
取
水
堰
第
一
水
門

に
安
全
対
策
を
施
し
て
、
常
時

通
行
を
可
能
と
し
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
の
魅
力
向
上
を
。

市
長

東
京
都
水
道
局
の
施
設

で
あ
り
、
施
設
の
安
全
管
理
上
、

現
時
点
で
は
難
し
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
施
設
機
能
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
、
羽
村
堰
の

魅
力
向
上
や
市
民
の
皆
さ
ま
の

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
対
応

を
、
東
京
都
水
道
局
と
の
協
議

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

災
害
へ
の
備
え
や
対
応
に
つ
い
て

《Ｑ》子どもの声による見守り放送を実施しては
《Ａ》効果が期待できる。検討する

池澤　敦 議員（新政会）

羽
村
駅
西
口
区
画
整
理
は
、
結
局

ど
う
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
？

質
問
「
区
画
整
理
事
業
の
継

続
」
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
多

く
の
市
民
の
願
い
に
背
く
こ
と

に
な
っ
た
、
と
の
認
識
を
持
っ
て

い
る
か
。

市
長

検
証
お
よ
び
検
討
を
つ

く
し
、
最
適
な
方
法
を
導
き
出

せ
た
と
考
え
て
い
る
。

質
問
「
優
先
事
項
に
特
化
す

る
こ
と
が
、
期
間
の
短
縮
、
費

用
の
削
減
に
つ
な
が
る
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

市
長

①
仮
住
ま
い
の
方
へ
の

返
地
、
②
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
12
号
線
の
早
期
整
備
、
③

駅
前
交
通
広
場
等
の
早
期
整
備
、

の
３
つ
の
優
先
事
項
を
目
指
す
。

こ
れ
ら
を
進
め
る
こ
と
で
利
便

性
が
向
上
し
、
事
業
へ
の
理
解

が
深
ま
り
、
期
間
の
短
縮
や
費

用
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問
「
土
地
の
購
入
を
検
討

す
る
」の
は
な
ぜ
か
。

市
長

整
備
を
進
め
る
た
め
の

工
夫
策
で
あ
る
。

質
問

検
証
結
果
の
説
明
会
も

開
か
ず
、
６
年
間
の
計
画
を
議

会
で
決
め
よ
う
と
い
う
の
は
、

丁
寧
さ
を
欠
く
の
で
は
。

市
長

こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容

と
変
更
は
な
い
た
め
、
説
明
会

は
行
わ
な
い
。

墜
落
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
経
緯
と
、

今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

質
問

今
後
、
仮
に
オ
ス
プ
レ

イ
の
運
用
再
開
が
な
さ
れ
る
場

合
は
、
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
課

せ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。

市
長

運
用
停
止
措
置
の
解
除

に
は
、
事
故
の
原
因
究
明
、
安

全
対
策
の
徹
底
が
大
前
提
。
東

京
都
と
基
地
周
辺
五
市
一
町
で

連
携
し
、
機
会
を
捉
え
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

《Ｑ》区画整理の継続は市民の願いに背くと認識しているか
《Ａ》最適な方法を導き出せたと考えている

羽村駅西口周辺道路

羽
村
取
水
堰
第
一
水
門
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議会を傍聴してみよう
＼お越しください！／

Q1  何歳から傍聴ができるの？

A1  何歳からでも可能です。

Q2  会議中に話をしたり、議員に拍手や声援を送ってもいいの？

A2  �騒ぎ立てて議事の妨害をする、拍手などで可否の表明をすることはできません。携帯電話の電源
もお切りください。詳細は議会傍聴のご案内をご確認ください。

Q3  傍聴するにはどうしたらいいの？

A3 ①�議会の当日に市役所
４階の議会事務局に
お越しください。

③�５階の傍聴席入口からお入りください。
　閲覧用資料もご覧いただけます。

②�傍聴人名簿に記入し、
傍聴券と資料をお受け
取りください。

④�お帰りになる際には、
傍聴券を議会事務局ま
でお戻しください。

議会からのお知らせ 議会の構成を変更しました

文教厚生委員会委員長………門間淑子　議員
瑞穂斎場組合議会議員………櫻沢裕人　議員
羽村市都市計画審議会委員…金子ひとみ議員
議会の構成は市公式サイト「議員役職名簿」でもご覧いただけます。

※�詳細は市公式サイト「議会傍聴
のご案内」をご覧ください。

▼議員役職名簿

◆�会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
議会活動を行う上での基礎となります。

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

　裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

　和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

　　冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

世　論

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

令和かがやき

馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や
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令和６年２月１日～令和６年４月３０日の主な活動

2月
１日	 ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１

委員会
２日	 ▪�令和６年第１回瑞穂斎場組合議会定例会
５日	 ▪�第62回東京都市議会議長会議員研修会(府

中の森芸術劇場)
６日	 ▪�令和６年第１回議会運営委員会
	　　　▪�令和６年第１回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会定例会
７日	 ▪�令和６年第１回西多摩衛生組合議会定例会
８日	 ▪�令和６年第１回羽村市議会臨時会
　　	 ▪�第37回羽村市都市計画審議会
10日	 ▪�総務委員会市民インタビュー(らいむぎハ

ウス)
13日	 ▪�東京都市議会議長会理事会・定例総会
15日	 ▪�令和６年第１回青梅、羽村地区工業用水道

企業団議会定例会
16日	 ▪�第６回議会改革推進委員会
19日	 ▪�令和６年第１回福生病院企業団議会定例会
20日	 ▪�第２回議会運営委員会
21日	 ▪�令和６年第１回東京たま広域資源循環組合

議会定例会
28日	 ▪�第１回羽村市議会定例会（初日）
29日	 ▪�第１回羽村市議会定例会（２日目）

3月
１日	 ▪�第１回羽村市議会定例会（３日目）
４日	 ▪�一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
５日	 ▪�第３回議会運営委員会
　　　▪�第１回羽村市議会定例会（４日目）
　　	
７日	 ▪�第１回環境まちづくり委員会
８日	 ▪�第１回総務委員会
　　　▪�第２回文教厚生委員会
12日～14日
	　　　▪�一般会計等予算審査特別委員会（当初予算）
18日	 ▪�基地対策特別委員会所管事務調査「令和５

年度版羽村市と横田基地」
21日	 ▪�第４回議会運営委員会
　　	 ▪�第７回議会改革推進委員会
22日	 ▪�令和６年第１回羽村市土地開発公社評議員

会
25日	 ▪�第１回羽村市議会定例会（最終日）
　　	 ▪�第２回議員全員協議会
27日	 ▪�第３回広報委員会

4月
９日	 ▪�第４回広報委員会
15日	 ▪�令和６年第１回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会臨時会
16日	 ▪�横田基地周辺５市１町議長会
17日	 ▪�東京都市議会議長会理事会・臨時総会
24日	 ▪�第８回議会改革推進委員会
　　	 ▪�第３回文教厚生委員会
25日	 ▪�関東市議会議長会第90回定期総会

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。
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行政視察報告
〈
大
阪
府
河
内
長
野
市
〉

地
域
住
民
主
体
の

運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
る

南
花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ

�

「
ク
ル
ク
ル
」に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
向
け
て

　
河
内
長
野
市
は
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
、
電
動
カ
ー
ト
を
活
用
し
た
安
全

性
の
高
い
移
動
支
援
で
あ
る「
ク
ル
ク

ル
」を
運
行
し
て
い
る
。「
の
り
あ
い
」

か
ら「
ふ
れ
あ
い
」へ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

１
月
25
日
～
26
日
に
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
と
大
阪
府
堺
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

の
交
通
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
主
体
で
運
行
し
、
約
60
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
と
添
乗
者
の
２
人
で
安
全

運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
買
い
物
し

た
荷
物
を
玄
関
ま
で
運
ん
で
あ
げ
る
な

ど
、
高
齢
者
の
生
活
を
手
助
け
す
る
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
開
放
的
な

カ
ー
ト
で
ゆ
っ
く
り
走
行
す
る
こ
と
で
、

行
き
交
う
住
民
と
気
軽
に
あ
い
さ
つ
や

話
が
で
き
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
増
え

た
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
が「
ク
ル
ク
ル
」の

運
転
や
予
約
受
付
を
自
ら
行
う
こ
と
で

持
続
可
能
な
取
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

取
組
み
の
効
果

　

移
動
手
段
を
一
つ
の
題
材
と
し
て
、

地
域
住
民
が
参
画
し
、
関
わ
り
が
深
ま

り
、
広
が
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
も
の

だ
っ
た
。

グ
シ
テ
ィ
団
地
再
生
モ
デ
ル
事
業
を
立

ち
上
げ
た
。
こ
の
事
業
で
地
域
住
民
主

体
の
公
民
学
連
携
体
制
の
構
築
と
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
多
世
代
と
つ
な
が
り
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
元
気
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
取
り
組
ん
で

い
る
。

地
域
住
民
主
体
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
元
年
度
に

環
境
省
の「
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
等
を
活
用
し

た
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
効

果
的
導
入
実
証
事
業
」の
採
択
を
受
け
、

南
花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
ク
ル
ク
ル
」の

実
施
事
業
を
開
始
。

　
「
ク
ル
ク
ル
」は
、
環
境
に
配
慮
し
た

低
速
電
動
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
低
床
で
乗
り
降
り
し
や
す
く

オ
ー
プ
ン
で
開
放
感
の
あ
る
乗
り
物
に

し
た
。
料
金
は
１
回
１
０
０
円
で
、
多

く
の
住
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
外
出
の
際

外
出
を
促
し
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
成

功
し
て
い
る
。
羽
村
市
も
町
内
会
の
加

入
率
の
低
下
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
先
進
的
事
業
を
視
察
し
た
。

河
内
長
野
市
の
取
組
み

　
河
内
長
野
市
南
花
台
地
区
は
、
山
を

開
拓
し
、
戸
建
て
住
宅
の
団
地
と
し
て

開
発
し
て
か
ら
約
40
年
が
経
過
。
近
年

は
転
出
等
で
子
供
世
代
が
減
少
の
一
途

を
辿
り
、高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
空
き
家
・
空
き
地
の
増

加
、
ま
ち
の
担
い
手
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
縮
小
、
公
共
施
設
や
公
共
交
通
、
商

店
等
の
維
持
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
全

国
で
も
共
通
す
る
課
題
が
表
面
化
し
て

き
た
。

　
そ
こ
で
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン

総
務
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲モビリティ「クルクル」

▲�クルクルの受付。利用者やボ
ランティアが語らえる場でも
ある。

▼�左から冨松委員、馳平委員、濱
中委員長、鈴木副委員長、中嶋
委員、野崎委員
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行政視察報告

〈
大
阪
府
堺
市
〉

自
治
体
に
お
け
る

ナ
ッ
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

～
環
境
行
動
変
容
ナ
ッ
ジ
及
び

�

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
か
ら
～

「
ナ
ッ
ジ(

Ｎ
ｕ
ｄｇ
ｅ)

」と
は

　
ナ
ッ
ジ
と
は
「
人
々
の
選
択
肢
を
奪

う
こ
と
な
く
、
環
境
を
整
え
る
（
デ
ザ

イ
ン
す
る
）
こ
と
で
、
本
人
や
社
会
に

と
っ
て
望
ま
し
い
行
動
を
す
る
よ
う
に

そ
っ
と
後
押
し
す
る
手
法
」
で
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
人
は
行
動
す
る

の
か
、
と
い
う
問
題
に
新
た
な
解
決
策

を
提
示
し
た
も
の
で
、
昨
今
、
雑
誌
や

テ
レ
ビ
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

堺
市
の
取
組
み

　
堺
市
は
、
大
阪
府
の
中
南
部
に
位
置

す
る
政
令
指
定
都
市
。
世
界
最
大
の
墳

墓
で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
古
墳（
前
方
後

円
墳
）が
あ
る
。

　
現
在
、
複
数
の
製
油
所
や
火
力
発
電
所
、

都
市
ガ
ス
製
造
工
場
、
液
体
水
素
製
造

工
場
が
集
積
す
る
な
ど
、
多
量
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
都
市
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
堺
市
は
ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た

環
境
行
動
変
容
事
業
を
実
施
。
ポ
イ
ン

ト
手
法
を
活
用
し
た「
堺
エ
コ
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
事
業
」と
ナ
ッ
ジ
手
法
を
活

用
し
た「
堺
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ｓ
の
設
置
」で
あ
る
。

２
つ
の
環
境
行
動
変
容
事
業

　
「
堺
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
脱
炭
素
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
民
が
行
っ
た
環
境

行
動
の
実
践
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
環
境
講
座
・
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
は
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
へ
の
食
品
寄
付
は

８
０
０
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
、
貯
め
た

ポ
イ
ン
ト
は
、
１
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
＝

１
０
０
円
と
し
て
、
７
種
類
の
電
子
マ

ネ
ー
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
に
交
換
で

き
る
。

　
こ
の
取
組
み
で
令
和
５
年
度
は
、
Ｃ

Ｏ
２
約
２
１
２
ト
ン
、
ご
み
は
約
22
・

６
ト
ン
削
減
と
な
っ
た
。

　
「
堺
市
環
境
行
動
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ｓ
」は
堺
市
環
境
局
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
る
。
環
境
施
策

へ
の
ナ
ッ
ジ
反
映
の
促
進
と
、
ナ
ッ
ジ

活
用
を
庁
内
外
へ
波
及
さ
せ
、
行
動
デ

ザ
イ
ン
の
普
及
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
８
月
に
設

置
し
、
全
国
の
自
治
体
初
の
環
境
分
野

特
化
型
ナ
ッ
ジ
・
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
堺
市
環
境
局
本
庁
課
は
、
複
合
機
の

印
刷
枚
数
削
減
を
目
的
に
ナ
ッ
ジ
を
活

用
し
た
取
組
み
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
複
合
機
に
１
人
１

日
あ
た
り
の
印
刷
可
能
枚
数
を
強
調
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
掲
示
、
②
紙
類
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
小
型
化
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果
、
①
は
有
効
な
効
果
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、
②
の
枚
数
削
減
率

に
つ
い
て
は
、
前
年
の
同
月
と
比
較
し

て
約
27
ポ
イ
ン
ト
の
削
減
効
果
が
み
ら

れ
た
。

羽
村
市
の
こ
れ
か
ら

　
ナ
ッ
ジ
で
市
民
が
自
由
な
選
択
を

奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
環
境
に
と
っ
て
、

よ
り
望
ま
し
い
行
動
を
自
発
的
に
と
る

社
会
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
参
考
に

な
っ
た
。

　
ま
た
、
ナ
ッ
ジ
が
広
が
っ
て
い
る
最

大
の
理
由
は
楽
し
い
か
ら
だ
。「
楽
し

い
」と
い
う
感
情
は
、
人
の
行
動
を
変

え
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　
現
在
、
羽
村
市
は
厳
し
い
財
政
制
約

や
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。
費
用
対
効
果
、
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）と
の

親
和
性
も
高
い
ナ
ッ
ジ
の
活
用
は
、
今

後
も
っ
と
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

▲視察報告書

▲�印刷物を出力する直前の
働きかけ（①の取組み）

▲�紙類のリサイクルボックスを小型化
（②の取組み）
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議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は６月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
当日、市役所4階の議会事務局にお越しく
ださい。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の６月定例会審議予定分の締切
■議運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、環境まちづくり、文教厚生）
■予特（補正）
…一般会計等予算審査特別委員会（令和６年度補正予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

しぎかいカレンダー
●第2回定例会(6月)の予定●

日 月	 火	 水	 木	 金 土

	 	 	 	 5 /30	31	 6 /1	

2	 3	 4	 5	 6	 7	 8

9	 10	 11	 12	 13	 14	 15

16	 17	 18	 19	 20	 21	 22

23	 24	 25	 26	 27	 28	 29

30

陳情〆

本会議

常任委

本会議

本会議

本会議

予特
（補正）

議運

常任委

議運

本会議

市
議
会
に
は
定
例
会
と
臨
時
会
が
あ
り
ま

す
。
第
１
回
定
例
会（
３
月
）で
は
、
本
会
議
、

常
任
委
員
会
の
ほ
か
、
一
般
会
計
等
予
算
審

査
特
別
委
員
会
が
３
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和

６
年
度
の
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、

令
和
６
年
度
の
羽
村
市
の
施
策
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
、
委
員（
議
員
）が
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
活
発
な
質
疑
を
行
う
な
ど
、
充
実
し

た
審
査
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

こ
の
審
査
の
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
号
は
裏
表
紙
だ
け

で
な
く
、
20
ペ
ー
ジ
に
も
傍
聴
の
ご
案
内
に

つ
い
て
具
体
的
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
本
会
議
や
委
員
会
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
高
田
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】

富
永
訓
正（
委
員
長
）

濱
中
俊
男（
副
委
員
長
）

池
澤
敦　
　
　
野
崎
和
也

金
子
ひ
と
み

高
田
和
登

浜
中
順　
　
　




